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３月２２日（火）第４回検数労連１６春闘交渉14:00～15:00


両協会有額回答示唆！


組合は回答構築に向けて両協会に対し大幅賃上げを主張！











　３月２２日（火）第４回検数労連１６春闘交渉で、


組合は有額回答に対する考え方を両協会に求めた。


【全日検：回答に向けた考え】


　３月上旬に機関会議を開催した。その中で、平成２７年度収支見通しと平成２８年度予算編成を行ったが、現在見直しを図っている状況だ。


　業務関係では、平成２７年度予算を達成している支部が少なく、全体的に既存業務（コンテナ・青果・車両・木材）の減少が著しい中で、これら既存業務の減少を補填していた検査業務についても収入の伸びが良くない。


　このような状況の中で現時点では具体的な内容は回答出来ないが、今後は産別交渉の経過等を見据えた中で回答構築していきたい。





【日検協会：回答に向けた考え】


　１６春闘回答構築について、３月７日～１０日に本支折衝を行った。具体的な回答については３月


２５日に行われる全国支部長会議で最終決定をしていくが、現時点では定昇を基本に考えており、詳細については現在精査中である。





【組合主張】


　組合は両協会の回答構築に向けた考え方をきいて、次のとおり主張を行いました。


①　他産業の春闘については収拾に向けた動きがある中で、職員のモチベーションを上げるためには賃金を含め、労働条件についても一定の方向性を出すべき。


②　日検協会ではここ数年、賃金是正という形で一定の積み上げを行って賃金傾斜が整ってきた。


　しかし組合は『是正』は『賃上げ』とは違う物だと認識している。よって、１６春闘からが本当の賃上げのスタートであり、従業員の期待に応えるべく大幅な賃上げを求める。


③　例年、港湾産別の経過を見据えてからの回答となっているが、検数労連の交渉の流れでは、次回の交渉が『有額回答指定日』となる。産別交渉の経過があったとしても、次回交渉には必ず『有額回答』を構築するよう求める。
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　今年も春闘の時期が巡ってきた。春闘は組織された労働者が、この一年どういう待遇で働くのか、賃金はどうなるのか、生活防衛と生活の要求を勝ち取るための闘争であることは言うまでもない。『春闘』とは俳句の季語にもなっており国民生活に広く浸透している争議行為だ。


　私たち検数労連は、検数労連沖原委員長、瀬戸副委員長、山田副委員長、石渡書記次長を迎え入れ、１６春闘闘争において、職場の組合員に春闘の重要性を浸透させる必要性と検数労連の組織強化・拡大


　　













































































④　業績悪化があったとしても、それが現場までは伝わっていない。悪いからと言って『ハイ分かりました』とはいかない。


 　 業績が悪化した分、従業員の賃金や労働条件を抑制するのではなく、収入増に向けた考えを経営として出していかなければならない。


⑤　賃上げ以外の部分では産別課題でもある『定年延長』に向けた協議も早急に行う必要がある。
















































































































































































京浜検数労連合同


１６春闘オルグ開催











≪京浜検数労連合同オルグの様子≫





全国港湾情報！！


3月24日（木）


第４回中央港湾団交開催！


ヤマ場となる交渉になる事が予想される事から地域闘争委員会および組合員は要注目！























次回交渉





第５回 


検数労連１６春闘交渉


３月２８日（月）


１３:３０～


有額回答示唆！！


地域闘争委員会および組合員は注目せよ！





を視野に入れた学習会を開催した。


２月２日、第一回中央港湾団交が開催され、これまでに数度の交渉を重ねているが具体的な回答は得られていない。全国港湾を中心とした粘り強い闘争により、日港協に対し団交権を行使している。そして、要求を提出する中で現場の組合員の生活防衛と向上、職域・雇用を守り、働き甲斐のある職場作りにマクロの視点から取り組んでいるのが全国港湾であり検数労連だ。特に検数労連は検数に特化した産別組織であり、インランドデポやラウンドユース、ＡＥＯ制度などの規制緩和や情勢の変化にひるむことのない組織力、また、組合員の雇用を守る立場から新規事業に目を向けて状況の変化にしなやかに対応し、業に提案する立案能力を高める必要がある。しかし、労働組合は業に評価されるために存在するのではなく、労働三権を背景に業と対峙する圧力団体である事を忘れてはならないと感じた。


報告者　（樋口　昌己）











